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◆建設業の今後と現状

◆現状における課題

◆工事書類簡素化の手引きの策定

○建設業においては、働き方改革関連法の改正に伴う時間外労働の上限規制や週休
２日の普及、急速に進展するICTの活用など、これまでの働き方を大きく変えていく必
要がある。

○一方で、現場からは「発注者への提出書類の作成に時間を要している」という声がよ
く寄せられており、恒常化する残業の一因となっている。

○佐賀県では平成30年度に工事関係書類一覧表を整備して、提出・提示等が必要な書
類を明確化してはいるものの、現状では、一覧表に記載している以外の書類を発注者
が求めたり、イメージアップのために受注者が作成しているケースが多々見受けられる。

○これらの課題を踏まえ、工事書類簡素化の手引きを策定し、簡素化している書類を
明確化することで、受発注者がやりとりを行う書類についてお互いが理解し合いなが
ら、不要な書類を作成しないような意識付けをすることが期待できる。

目 的

◆今後の方針

○今後も現場の声に耳を傾けながら、できる限り書類を簡素化していく。
○工事書類簡素化の手引きの簡素化の内容は随時改定していく。
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簡素化の原理・原則

◆発注者は、仕様書等で求めていない書類の

提出・提示は求めない！
受理しない！

◆受注者は、仕様書等で求められていない書類の

作成・提出はしない！

※但し、受注者社内で必要とされる工事書類作成を妨げるものではありません。
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簡素化のポイント

Point① 工事関係書類一覧表を確認しよう！

Point② 書類簡素化の原理・原則を確認しよう！

Point③ 情報共有システム（ASP）を活用しよう！

Point④ 電子納品・電子検査を行おう！
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Point① 工事関係書類一覧表を確認しよう！

工事着手前に受発注者間で工事関係書類一覧表（佐賀県HPの土木工
事施工管理の手引きに掲載）を用いて、提出・提示等が必要な書類につい
て確認しましょう！

書類作成の根
拠が掲載され
ているところ
が分かる！

国・市町と同
様の様式が
どうかが分
かる！

どういった場
合に作成する
必要があるの
かが分かる！

その書類は
提出なのか
提示なのか
が分かる！

情報共有シ
ステム
（ASP）での
電子提出が
可能かどうか
が分かる！

様式がある場
合、その様式
が掲載されて
いるところが
分かる！
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Point② 書類簡素化の原理・原則を確認しよう！

工事着手前に受発注者間で「書類簡素化の原理・原則」を確認して、不
要な書類の“提出は求めない”“作成はしない”を徹底しましょう！

工事関係書類
簡素化の手引き

佐賀県

受注者

この書類は作
成する必要は
あるだろうか？

この書類の提
出を求めてよ
いだろうか？

確認👀 確認👀

発注者
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Point③ 情報共有システム（ASP）を活用しよう！

情報共有ASPサーバー

現場代理人 主任技術者監理技術者

一般監督員主任監督員総括監督員

移動時間の削減

大容量ファイル受け渡し 書類整理手間の削減

印刷不要

積極的に情報共有システムを活用し、業務効率化を図ろう！
（詳細については、情報共有システム運用ガイドラインを参照）

日々の書類が
自動的にASP
サーバーに整
理されていく！
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Point④ 電子納品・電子検査を行おう！

積極的に電子納品・電子検査を行い、業務効率化を図ろう！
（詳細については、電子納品運用ガイドラインを参照）

印刷不要

着工前・完成

施工状況

出来形管理

・
・
・

写真拡大

ASPを活用した場合、
既に書類のフォルダご
とに分けられているた
め、CDにデータを書き
込むだけでOK！

電子と紙の

二重提出禁止
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簡素化の内容

今までに簡素化した工事関係書類を紹介します！

①施工計画書

請負額250万円未満の工事は記載内容の一部を省略できる！

施工計画書に記載する必須項目

請負額２５０万円未満の工事 安全管理、施工体制台帳、緊急時の体制及び対応、再生資源利用の促
進と建設副産物の適正処理方法、計画工程表
その他（法律等で提出が義務づけられている書類等）

対象工事

請負額２５０万円以上で土木工事検査
要領第９条に規定されている維持工
事等

安全管理、施工体制台帳、緊急時の体制及び対応、再生資源利用の促
進と建設副産物の適正処理方法、計画工程表、主要資材
その他（法律等で提出が義務づけられている書類等）

施工方法

②履行報告書

監督員の指示があった場合、
作成・提出！

【作成対象工事】
・他工事との工程調整が必要な工事
・工事完成の遅れにより社会的影響
が大きい工事等

※中間前金払を請求する場合は作成・提出が必要！
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③週間工程表・工事月報

工事月報は作成・提出不要！

中間前金払を請求す
る場合は履行報告書
をもって足りる！

週間工程表は作成・提出不要！

④休日・夜間作業届

連絡で可！作成・提出不要！

ただし、現道上の交
通規制を伴う工事に
ついては作成・提出
を要する！
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⑥登録内容確認書（コリンズ）

提示で可！提出不要！

受注者がコリンズを
登録した後、発注者
に登録メールが送付
されることで提示した
扱いとなる！

出典元：(一財)日本建設情報総合センター(JACIC)

⑤工事担当技術者台帳（施工体制台帳）

「工事担当技術者台帳」の作成・提出不要！

施工体制台帳に添付してい
た「工事担当技術者台帳（技
術者の顔写真入りの様式）」
の提出は不要
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⑧段階・検査確認書

数値確認の接写写真は不要！

状況写真黒板には、必要最小限の
事項を記載！

測定項目、監督員（検査
員）名、確認（検査）日の
み記載でよい！

測定項目：○○ №○

確認日：○年○月○日

監督員名：○○○○

⑦確認・立会依頼書

連絡で可！作成・提出不要！

段階確認等、監督員
の立会が必要な場合
は、口頭や電子メー
ル等の連絡でよい！

段階確認（検査）状況写
真のみでよい！
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⑩工事資材使用届出書（材料承認）

As混合物事前審査制度の審査で認定
された材料は、品質証明資料不要！

認定された材料を使
用する場合は、認定
書等の写しを提出！

土木工事施工管理の手引きの品質
管理基準で「☆」印の試験が対象！

⑨施工計画書（変更）

変更した施工計画書は変更部分のみの作成・提出で可！
変更施工
計画書

※変更部分
のみ記載！

施工方法等の変更に
より施工計画書を変
更する場合は、その
変更箇所のみ作成・
提出！

工事完成時の最終版
の施工計画書一式の
作成・提出は不要！

工事内容の軽微な変更に
ついては、変更施工計画
書の作成・提出は不要！

※

※「工事内容の軽微な変更」とは、数量のわずかな
増減等、施工計画に大きく影響しないものをいう。

例）工期末の精算変更、工期のわずかな変更、
現場代理人等の変更に伴う組織表の変更

認定書等の通知、認
定規格、有効期限を
確認

品質証明、試験成績
表の提出及び試験練
りは省略できる！

※「九州As事前審査制度」の認定書と「佐賀県As事前審査制度」の
認定書は様式が異なります。
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⑫工事概要説明資料

検査時の工事概要説明資料の作成・提出不要！

工事概要説明は発注
者が既存の平面図等
を用いて行う！

受注者が工事概要説明
資料を作成しても成績
評定は加点されない！

工事概要
説明資料

⑪品質証明書

設計図書に記載しているもの以外は作成・提出不要！

品質証明を求める場合
は、特記仕様書に対象
工事と明示する！

対象工事の場合の報告
資料は品質証明書のみと
し、試験成績報告書やカ
タログ等の添付は不要！
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⑬標識の掲示義務

現場に掲げる建設業許可票は元請のみ掲示義務

下請け業者の建設業
許可票は掲示の義務
はない

下請け業者について
は、施工体系図に建
設業許可番号等記載

元請のみ

下請

⑭フォローアップ

工程に遅れがなければフォローアップは不要！

工程の遅れは全体工
期の約10％！

工程の遅れ！

計画工程 変更工程

フォローアップ

工程どおりであれば
実施工程のみ！



⑮過積載の写真管理

OR

●写真は運搬直前だけで、積み込み状況は不要！

①積載状況 ②自重計 ③車検証

自重計ありの場合
全工程内に出た同じ車両
の写真管理は１回のみ！
※材料が異なれば別途
写真管理は必要！

写真は、
自重計ありまたはなしで、
整理してください！

現場等からの運搬する際は写真管理が必要
※購入資材の写真管理は不要※

車番を映り込むよう
に撮ろう！
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①積載状況

自重計なしの場合

④荷台の計測状況

積載量上限ラインとは、運搬
機械のスケールや材料の比
重から積載量を算出しで荷台
に目印を付けたもの。

積載量上限ラインを
決めるために必要！

③車検証

容積がわかるように
写真を撮ろう！



ステッカー

産業廃棄物収集運搬
〇〇会社

〇〇〇〇号

近景
遠景

車番

②車両・ステッカーの写真管理
①マニュフェスト伝票

の提示
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①マニュフェスト伝票の提示、②車両・ステッカーの写真管理の２点でOK！

⑯副産物処理の管理

次の２点で写真管理！
・車番とステッカーが写り込む遠景
・ステッカーのみの近景

⑰日常管理の管理資料

重機点検記録簿等の日常管理資料は、提示のみで、スキャンや提出は不要！

マニュフェストの車両番号
と整合が取れるように！

全工程内に出た同じ車両
の写真管理は１回のみ！
※材料が異なれば別途写
真管理は必要！

提示 スキャン不要 提出不要

ステッカー等は
両サイドに見えるように
表示させよう！

求められたときは
提示ができるように！
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⑱ICTの出来形管理

従来手法の出来形管理は、不要！

出来形管理は、3次元出来形管理技
術のみで作成！
メジャーやレベルを用いた従来手法の
出来形管理は不要！

数量
計算書

発注者は、3次元出来形管理技術と
従来手法の二重管理を求めない！

3次元管理

従来手法不要

3次元と従来手法の

二重提出禁止
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⑲排出ガス騒音ステッカー、現場内の整理整頓の確認

現場内で監督員が確認すれば、写真管理は不要！

排出ガス
騒音対策

⑳KY活動、新規入場者教育の確認

記録簿の提示のみ、写真管理は不要！

撮影不要

撮影不要

立会

記録簿

提示
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㉒総合評価の技術提案の履行確認

写真管理は確認状況写真のみで、設置状況写真は不要！

技術提案に該当する写真の
撮り忘れがないように！

㉑工事経過記録簿

作成・提出は不要！

受注者が日常管理を行うために作
成することを妨げるものではない！

工事経過
記録簿

監督員は、記録を残すように！

部分的に設置状況写真は不要！
監督員の確認状況写真があればよい！
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これまでの簡素化等の経緯（参考）

◆平成２５年度

◆平成２７年度

◆平成３０年度

・②履行報告書、⑦確認立会依頼書

・①施工計画書（250万円未満の工事等）

【佐賀県建設業協会との意見交換会を通じて、簡素化】
・⑥登録内容確認書（コリンズ）、⑧段階・検査確認書、⑫工事概要説明書
・「佐賀県工事関係書類一覧表」を策定
・「情報共有システム運用ガイドライン」を策定

◆令和２年度

・③週間工程表・工事月報、④休日・夜間作業届、⑤工事担当技術者台帳、
⑨施工計画書（変更）、⑩工事資材使用届出書（材料承認）、⑪品質証明書、
⑬標識掲示義務
・県と市町で足並みを揃えて、工事関係書類を国の様式へ統一化
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これまでの簡素化等の経緯（参考）

◆令和3年度
・⑭フォローアップ、⑮過積載の写真管理、⑯副産物処理の管理、⑰日常管理の管理資料
⑱ICTの出来形管理、
⑲排出ガス騒音ステッカー、現場内の整理整頓の確認、
⑳KY活動、新規入場者教育の確認、㉑工事経過記録簿、
㉒総合評価の技術提案の履行確認
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佐賀県 県土整備部 建設・技術課 技術管理担当

ＴＥＬ：０９５２－２５－７１６８（直通）

佐賀県 県土整備部 入札・検査センター 検査担当

ＴＥＬ：０９５２－２５－７４７０（直通）

問い合わせ先

令和３年４月３０日策定
令和４年３月３０日一部改定

☟全般的なことについてはこちら

☟工事関係書類の様式についてはこちら


